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「今回の案件に活かすことができるか」の判断について
は、質問者においてご判断してください。

eスポーツについては近年急上昇しているカテゴリであ
り、民間による収益事業としての可能性の一つと考えてい
ます。
そこで、本市では市内に理工学系大学があり、近隣には幕
張メッセ、幕張新都心を控えるという立地等から、リアル
スポーツとバーチャルスポーツの融合による新たなスポー
ツ環境を模索するものです。

件名：秋津公園とスポーツ施設等一体的再整備の官民連携事業手法等調査業務委託

質問回答書

番号 質疑文書 頁 回答質問事項

特記仕様書 Ｐ２

４委託業務の内容 （９）地域住民の意見聴取と整理
【特記仕様書　４委託業務の内容】
「(９）①ワークショップを実施」とありますが、業務委託積算上の想定回
数をご教示ください。また、「(９）②地域住民等の意見を集約する」は、
①のワークショップでの意見を集約するとの理解でよろしいでしょうか。

地元住民、利用者・団体、関係者、３０名程度のワーク
ショップを３回程度開催することを計画しています。な
お、ワークショップの内容をご提案いただくことも可能で
す。

（９）②につきましては、お見込みのとおりです。

審査基準 -

３業務工程について
審査基準「業務工程について」において、
「事業化に向けた次年度以降のプロセス（次年度の予算化等）を想定した
工程となっているか」とあります。一方、これまでの検討内容や本再整備
の実施時期など、次年度以降のプロセスの想定に必要な情報がありませ
ん。
①仕様（または提案の仮定）として、予算化のための中間報告の時期と必
要な報告内容について、ご提示ください。
②提案にあたり、これまで実施された検討のとりまとめや先導的官民連携
支援事業の申請内容をご開示下さい。
※本業務の開始から予算化手続きに入るまでの期間が約２ヶ月と短期間で
す。実現性のある調査項目・工程を提案するためには、上記の情報の把握
が必要です。

① 中間報告の時期は、令和２年１１月末とします。ただ
し、経過報告は随時お願いします。
内容は、令和３年度に基本計画及び募集要項（案）作成等
の業務委託に要する金額積算資料です。

②「令和２年度　先導的官民連携支援事業　様式イ②－
１」を公表します。

募集要項 Ｐ３

６参加申込み （１）③「業務実績（様式3-1）、（様式3-2）」
（１）業務実績について
「今回の案件に活かすことができる」とありますが、評価の基準・視点が
について、ご教示ください。

募集要項 Ｐ４

８応募書類の提出
提案様式「コミュニケーションシート」に「e スポーツの導入可能性につ
いて」の記載を求められていますが、募集要項、特記仕様書等に関連する
記載が見られません。
導入可能性を検討する背景について、ご教示ください。

令和２年度 先導的官民連携支援事業 様式イ②－１ 

https://www.city.narashino.lg.jp/jigyosha/proposal/annai/narashino-city_akitsupark-kanmin.files/i-1.pdf


5

6

7

8

特記仕様書 Ｐ１

４委託業務の内容
特記仕様書の４（２）①に「（各施設の競技面の舗装に係る選定含
む。）」とありますが、芝や土の選択も含め整理するという理解でよろし
いでしょうか。

お見込みのとおりです。

様式 ３－１

(様式3-1)
【様式3-1　業務実績】
業務実績は、会社の業務実績でしょうか。それとも、配置技術者の業務実
績でしょうか。
担当者名は、該当する技術者名を記載することでよろしいでしょうか。

会社の業務実績を記載願います。

以下、お見込みのとおりです。

特記仕様書 Ｐ３

７成果品
【特記仕様書　７成果品】
「③協議会議事録」とありますが、「４委託業務の内容」に協議会運営支
援の記載がありません。協議会運営支援の使用（内容、協議会の回数、湯
指揮者の人数、謝礼金負担の有無、謝礼金の金額）をご教示ください。

③ 協議会については、特記仕様書４（９）において地域
住民とのワークショップの実施を指定しており、その名称
が現時点では不明のため、「協議会」と記載しました。実
際には関係者とのワークショップでの議事録の提出とお考
えください。

特記仕様書 Ｐ２

４委託業務の内容
特記仕様書４の（９）について
地域住民等のワークショップにつきまして、その開催回数等は、提案によ
ると考えてよろしいでしょうか。

地元住民、利用者・団体、関係者、３０名程度のワーク
ショップを３回程度開催することを計画しています。な
お、ワークショップの内容をご提案いただくことも可能で
す。


